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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月20日(2015.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＰＬＳ－ＴＰを用いた伝送網を構成する伝送装置と、
　前記伝送装置を制御し、前記伝送網にパスを確立する制御装置と、を備える伝送システ
ムにおいて、
　前記ＭＰＬＳ－ＴＰと異なるプロトコルを用いた転送網を構成し、前記プロトコルを用
いて自律分散的に前記転送網にパスを確立する転送装置に前記伝送装置が接続され、
　前記制御装置と前記転送装置とは、前記転送網に用いられる前記プロトコルを用いて、
前記転送網を制御するための制御メッセージを、前記伝送装置を介して送受信し、
　前記伝送装置は、
　前記制御装置から送信された制御メッセージの受信状況に基づいて、前記制御装置が正
常であるか異常であるかを判定し、
　前記伝送網に確立されたパスが正常であるか異常であるかを判定し、
　前記制御装置が異常であると判定されても、前記伝送網に確立されたパスが正常と判定
された場合、前記制御装置が異常であることを前記転送装置に通知しないことを特徴とす
る伝送システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の伝送システムであって、
　前記伝送装置は、前記転送装置から送信された制御メッセージを受信した場合、前記受
信した制御メッセージを前記制御装置に送信し、
　前記制御装置は、前記伝送装置から送信された前記制御メッセージを受信した場合、自
身が正常か異常かを示す情報を含み、前記受信した制御メッセージに対する応答メッセー
ジを前記制御メッセージとして前記伝送装置に送信し、
　前記伝送装置は、
　前記制御装置に前記制御メッセージを送信してから所定時間以内に前記応答メッセージ
を前記制御装置から受信した場合、前記受信した応答メッセージに基づいて、前記制御装
置が正常であるか異常であるかを判定し、
　前記制御装置に前記制御メッセージを送信してから所定時間経過しても、前記制御装置
から前記応答メッセージを受信しない場合、前記制御装置が異常であると判定し、
　前記制御装置が異常であると判定されても、前記伝送網に確立されたパスが正常である
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と判定された場合、前記制御装置が異常であることを示す情報を含まない応答メッセージ
を前記制御メッセージとして前記転送装置に送信することを特徴とする伝送システム。
【請求項３】
　請求項２に記載の伝送システムであって、
　前記転送装置から送信される前記制御メッセージは、前記転送網に確立されたパスを変
更せず維持する維持制御メッセージ及び前記転送網に確立されたパスを変更する変更制御
メッセージを含み、
　前記伝送装置は、
　前記受信した制御メッセージが前記維持制御メッセージであるか前記変更制御メッセー
ジであるかを判定し、
　前記受信した制御メッセージが前記維持制御メッセージであると判定され、前記制御装
置が異常であると判定され、かつ、前記伝送網に確立されたパスが正常であると判定され
た場合、前記制御装置が異常であることを示す情報を含まない制御メッセージを前記転送
装置に送信することによって、前記転送網に確立されたパスを維持できることを前記転送
装置に通知し、
　前記受信した制御メッセージが前記変更制御メッセージであると判定され、前記制御装
置が異常であると判定された場合には、前記伝送網に確立されたパスが正常であるか異常
であるかにかかわらず、前記制御装置が異常であることを示す情報を含む制御メッセージ
を前記転送装置に送信することによって、前記転送網に確立されたパスを変更できないこ
とを前記転送装置に通知することを特徴とする伝送システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の伝送システムであって、
　前記制御装置は、異常から正常に復旧した場合、前記転送網に確立されたパスに関する
情報を収集するための収集制御メッセージを前記伝送装置に送信し、
　前記伝送装置は、前記収集制御メッセージを受信した場合、前記受信した収集制御メッ
セージを前記転送装置に送信することを特徴とする伝送システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の伝送システムであって、
　前記伝送装置は、前記ＭＰＬＳ－ＴＰにおいて前記伝送網に確立されたパスの状態を管
理するために送受信されるＯＡＭデータを用いて、前記伝送網に確立されたパスが正常で
あるか異常であるかを判定することを特徴とする伝送システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の伝送システムであって、
　前記転送網に用いられるプロトコルはＩＰ／ＭＰＬＳプロトコルであり、
　前記伝送装置は、前記転送網を制御するためのＩＰプロトコルであるＲＩＰ、ＯＳＰＦ
、ＩＳ－ＩＳ、ＢＧＰ、ＬＤＰ、又はＲＳＶＰのＨＥＬＬＯメッセージを前記制御装置か
ら受信することによって、前記制御装置が正常であるか異常であるかを判定することを特
徴とする伝送システム。
【請求項７】
　ＭＰＬＳ－ＴＰを用いた伝送網を構成する伝送装置において、
　前記伝送装置は、前記伝送装置を制御し、前記伝送網にパスを確立する制御装置に接続
され、
　前記伝送装置は、前記ＭＰＬＳ－ＴＰと異なるプロトコルを用いた転送網を構成し、前
記プロトコルを用いて自律分散的に前記転送網にパスを確立する転送装置に接続され、
　前記制御装置と前記転送装置とは、前記転送網に用いられる前記プロトコルを用いて、
前記転送網を制御するための制御メッセージを、前記伝送装置を介して送受信し、
　前記伝送装置は、
　前記制御装置から送信された制御メッセージの受信状況に基づいて、前記制御装置が正
常であるか異常であるかを判定し、
　前記伝送網に確立されたパスが正常であるか異常であるかを判定し、
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　前記制御装置が異常であると判定されても、前記伝送網に確立されたパスが正常と判定
された場合、前記制御装置が異常であることを前記転送装置に通知しないことを特徴とす
る伝送装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の伝送装置であって、
　前記転送装置から送信された制御メッセージを受信した場合、前記受信した制御メッセ
ージを前記制御装置に送信し、
　前記制御装置が前記伝送装置から送信された前記制御メッセージを受信した場合、前記
制御装置が正常か異常かを示す情報を含み、前記受信した制御メッセージに対する応答メ
ッセージが、前記制御メッセージとして前記制御装置から前記伝送装置に送信され、
　前記伝送装置は、
　前記制御装置に前記制御メッセージを送信してから所定時間以内に前記応答メッセージ
を前記制御装置から受信した場合、前記受信した応答メッセージに基づいて、前記制御装
置が正常であるか異常であるかを判定し、
　前記制御装置に前記制御メッセージを送信してから所定時間経過しても、前記制御装置
から前記応答メッセージを受信しない場合、前記制御装置が異常であると判定し、
　前記制御装置が異常であると判定されても、前記伝送網に確立されたパスが正常である
と判定された場合、前記制御装置が異常であることを示す情報を含まない応答メッセージ
を前記制御メッセージとして前記転送装置に送信することを特徴とする伝送装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の伝送装置であって、
　前記転送装置から送信される前記制御メッセージは、前記転送網に確立されたパスを変
更せず維持する維持制御メッセージ及び前記転送網に確立されたパスを変更する変更制御
メッセージを含み、
　前記伝送装置は、
　前記受信した制御メッセージが前記維持制御メッセージであるか前記変更制御メッセー
ジであるかを判定し、
　前記受信した制御メッセージが前記維持制御メッセージであると判定され、前記制御装
置が異常であると判定され、かつ、前記伝送網に確立されたパスが正常であると判定され
た場合、前記制御装置が異常であることを示す情報を含まない制御メッセージを前記転送
装置に送信することによって、前記転送網に確立されたパスを維持できることを前記転送
装置に通知し、
　前記受信した制御メッセージが前記変更制御メッセージであると判定され、前記制御装
置が異常であると判定された場合には、前記伝送網に確立されたパスが正常であるか異常
であるかにかかわらず、前記制御装置が異常であることを示す情報を含む制御メッセージ
を前記転送装置に送信することによって、前記転送網に確立されたパスを変更できないこ
とを前記転送装置に通知することを特徴とする伝送装置。
【請求項１０】
　請求項７に記載の伝送装置であって、
　前記制御装置の状態が異常から正常に復旧した場合、前記転送網に確立されたパスに関
する情報を収集するための収集制御メッセージが、前記制御装置から前記伝送装置に送信
され、
　前記伝送装置は、前記収集制御メッセージを受信した場合、前記受信した収集制御メッ
セージを前記転送装置に送信することを特徴とする伝送装置。
【請求項１１】
　請求項７に記載の伝送装置であって、
　前記ＭＰＬＳ－ＴＰにおいて前記伝送網に確立されたパスの状態を管理するために送受
信されるＯＡＭデータを用いて、前記伝送網に確立されたパスが正常であるか異常である
かを判定することを特徴とする伝送装置。
【請求項１２】
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　請求項７に記載の伝送装置であって、
　前記転送網に用いられるプロトコルはＩＰ／ＭＰＬＳプロトコルであり、
　前記伝送装置は、前記転送網を制御するためのＩＰプロトコルであるＲＩＰ、ＯＳＰＦ
、ＩＳ－ＩＳ、ＢＧＰ、ＬＤＰ、又はＲＳＶＰのＨＥＬＬＯメッセージを前記制御装置か
ら受信することによって、前記制御装置が正常であるか異常であるかを判定することを特
徴とする伝送装置。
【請求項１３】
　ＭＰＬＳ－ＴＰを用いた伝送網を構成する伝送装置における制御メッセージの伝送方法
であって、
　前記伝送装置は、前記伝送装置を制御し、前記伝送網にパスを確立する制御装置に接続
され、
　前記伝送装置は、前記ＭＰＬＳ－ＴＰと異なるプロトコルを用いた転送網を構成し、前
記プロトコルを用いて自律分散的に前記転送網にパスを確立する転送装置に接続され、
　前記制御メッセージは、前記転送網を制御するためのメッセージであって、前記制御装
置と前記転送装置との間で、前記転送網に用いられる前記プロトコルを用いて、前記伝送
装置を介して送受信され、
　前記伝送方法は、
　前記伝送装置が、前記制御装置から送信された制御メッセージの受信状況に基づいて、
前記制御装置が正常であるか異常であるかを判定し、
　前記伝送装置が、前記伝送網に確立されたパスが正常であるか異常であるかを判定し、
　前記制御装置が異常であると判定されても、前記伝送網に確立されたパスが正常と判定
された場合、前記伝送装置が、前記制御装置の状態が異常であることを前記転送装置に通
知しないことを特徴とする伝送方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　パケットトランスポート装置２０１は、ルータ用入力インタフェース２０２、第１入力
データ解析部２０３、パス制御データ処理部２０４、ＩＰプロトコル処理部２０５、ネッ
トワーク制御装置用インタフェース２０６、第１パス解析部２０７、パス管理テーブル２
０８、ＩＰプロトコル管理テーブル２０９、ＭＰＬＳ－ＴＰ用出力インタフェース２１０
、第１出力データ転送部２１１、ＩＰプロトコル作成部２１２、ＭＰＬＳ－ＴＰ用入力イ
ンタフェース２１３、第２入力データ解析部２１４、ＯＡＭ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ，　Ａ
ｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ，　ａｎｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）終端部２１５、ＯＡ
Ｍ作成部２１６、第２パス解析部２１７、第２出力データ転送部２１８、及びルータ用出
力インタフェース２１９を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　パス管理テーブル２０８は、パケットトランスポート装置２０１における入力ラベルと
出力ラベルとの対応関係、並びに入力ラベル及び出力ラベルに対応するＭＰＬＳ－ＴＰ通
信網２００のパスの状態等を管理するためのテーブルである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１



(5) JP 2014-175924 A5 2016.1.14

【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　パケットトランスポート装置６０１には、ネットワーク制御装置３０１によって管理さ
れるパケットトランスポート装置２０１の識別子が登録される。ＭＰＬＳ入力ラベル６０
２、ＭＰＬＳ出力ラベル６０３、出力インタフェース６０４、該当パス６０５、及びパス
状態６０６は、図４で説明したパス管理テーブル２０８のＭＰＬＳ入力ラベル４０１、Ｍ
ＰＬＳ出力ラベル４０２、出力インタフェース４０３、該当パス４０４、及びパス状態４
０５と同じであるので、説明を省略する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　パケットトランスポート装置２０１は、維持制御メッセージを送信してから所定時間経
過しても応答メッセージを受信しない場合、ネットワーク制御装置３０１の状態が異常で
あると判断し、ＩＰプロトコル管理テーブル２０９の制御装置状態５０７に登録された制
御装置状態情報を、ネットワーク制御装置３０１の状態が異常であることを示すように更
新する。具体的には、パケットトランスポート装置２０１は、ＩＰプロトコル管理テーブ
ル２０９のレコードのうち、対向ルータ５０１に登録されたルータのＩＰアドレスが受信
した維持制御メッセージの送信元のルータ１０１のＩＰアドレスと一致し、該当パス５０
８がＭＰＬＳラベルとパス管理テーブル２０８により示される該当パス４０４と一致する
レコードを特定する。そして、パケットトランスポート装置２０１は、特定したレコード
の制御装置状態５０７に登録された制御装置状態情報が異常を示すように更新する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　パケットトランスポート装置２０１は、変更制御メッセージを送信してから所定時間経
過しても応答メッセージを受信しない場合、ネットワーク制御装置３０１の状態が異常で
あると判断し、ＩＰプロトコル管理テーブル２０９を更新する。ＩＰプロトコル管理テー
ブル２０９の更新処理は、上記したパケットトランスポート装置２０１が維持制御メッセ
ージに対応する応答メッセージをネットワーク制御装置３０１から受信しない場合に実行
されるＩＰプロトコル管理テーブル２０９の更新処理と同じであるので、説明を省略する
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　ネットワーク制御装置３０１は、発生した異常が復旧した（８４０）ことを検出すると
、ＭＰＬＳ通信網１００のパスに関する情報をルータ１０１から収集するための収集制御
メッセージをパケットトランスポート装置２０１に送信する（８４１）。例えば、ＭＰＬ
Ｓ通信網１００のパスに関する情報は、例えば、ＭＰＬＳ通信網１００に確立されたパス
の経路情報等である。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　９０１から９０３は、図８に示す８１１から８１３と同じ処理であるので、説明を省略
する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　また、ネットワーク制御装置３０１は、パケットトランスポート装置２０１に、パスを
変更するためのパス制御データを送信する（９０５）。パケットトランスポート装置２０
１は、ネットワーク制御装置３０１から送信されたパス制御データを受信した場合、ＭＰ
ＬＳ－ＴＰ通信網２００のパスに異常が発生しておりパスを変更できないので、異常応答
メッセージをネットワーク制御装置３０１に送信する（９０６）。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　そして、ネットワーク制御装置３０１は、受信したパス異常通知に基づいて、パス管理
テーブル３０５及びＩＰプロトコル管理テーブル３０６を更新する。具体的には、ネット
ワーク制御装置３０１は、パス管理テーブル３０５のレコードのうち、該当パス６０５に
登録されたパスの識別子が受信したパス異常通知に含まれるパスの識別子と一致するレコ
ードを選択する。そして、ネットワーク制御装置３０１は、当該レコードのパス状態６０
６に登録されたパス状態情報が異常を示すように更新する。なお、ＩＰプロトコル管理テ
ーブル３０６の更新方法も同様であるので、説明を省略する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５１】
　ステップ１００２の処理で制御メッセージをネットワーク制御装置３０１に送信した後
、パケットトランスポート装置２０１は、送信済みの制御メッセージに対する応答メッセ
ージを、当該制御メッセージを送信してから所定時間以内に受信したか否かを判定する（
１１０１）。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　ステップ１１０１の処理で、送信済みの制御メッセージに対する応答メッセージを、当
該制御メッセージを送信してから所定時間以内に受信したと判定された場合、制御メッセ
ージを送信したルータ１０１に、正常応答メッセージを送信し（１１０４）、処理を終了
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する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
　一方、ステップ１１０１の処理で、送信済みの制御メッセージに対する応答メッセージ
を、当該制御メッセージを送信してから所定時間以内に受信していないと判定された場合
、パケットトランスポート装置２０１は、ステップ１００２の処理で送信した制御メッセ
ージが維持制御メッセージであるか否かを判定する（１１０２）。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
　また、ステップ１００２の処理で送信した制御メッセージが維持制御メッセージでない
、すなわち制御メッセージが変更制御メッセージであると、ステップ１１０２の処理で判
定された場合、ネットワーク制御装置３０１に異常が発生し、ＭＰＬＳ－ＴＰ通信網２０
０のパスを変更できないので、パケットトランスポート装置２０１は、ステップ１１０５
の処理に処理を移行し、変更制御メッセージを送信したルータ１０１に、異常応答メッセ
ージを送信し、処理を終了する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５８】
　以上によって、パケットトランスポート装置２０１は、維持制御メッセージをネットワ
ーク制御装置３０１に送信した後、ネットワーク制御装置３０１から応答メッセージを受
信せず、ネットワーク制御装置３０１に制御メッセージを送信できない異常が発生した場
合であっても、パケットトランスポート装置２０１が、ルータ１０１から受信した制御メ
ッセージに応じて適切な応答メッセージをルータ１０１に送信することができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６４】
　ステップ１２０５の処理で、受信した応答メッセージに対応する制御メッセージが維持
制御メッセージであると判定された場合、パケットトランスポート装置２０１は、パス管
理テーブル２０８のパス状態４０５及びＩＰプロトコル管理テーブル２０９のパス状態５
０９に登録されたパス状態情報を参照し、維持制御メッセージに対応するＭＰＬＳ－ＴＰ
通信網２００のパスに異常が発生しているか否かを判定する（１２０６）。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１７３】
　一方、ステップ１３０１の処理で、入力インタフェース３０２が受信したデータがＩＰ
プロトコルによるデータであると判定された場合、受信したデータはパケットトランスポ
ート装置２０１から送信された制御メッセージであるので、ネットワーク制御装置３０１
は、受信した制御メッセージのＩＰプロトコルを処理し（１３０３）、当該制御メッセー
ジに基づいて、ＩＰプロトコル管理テーブル３０６を更新する（１３０４）。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１１】
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